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響き合う東西詩人：詩的対話

昴の二重奏

パディ・ブーシェ＆マキ・スターフィールド著

JUNPA BOOKS
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心の昴

「空の女」パディ・ブーシェ
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空の女
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タカギ・アヤに捧げる

その女は空を歩み、雲を梳き星を輝かせる

誰もそこにはいない　なぜなら

その女は　存在の背後にあるものに

いつも憧れているから。

––––––––
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その女は大地を感じ、人々が歩く

道を歩くのを好む　けれども

空を歩み、雲を梳き星を輝かせるために

その女は再び生まれてきた。

––––––––
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ホタルブクロの鐘の音、ナナカマドの実の閃光、

道の下にある道のほうへ　戻る時だと

その女はメッセージを受け取る。

––––––––
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村人たちは道を地図にマークする。

交易の行路だ。いまや　その女だけが知っている。

雲を梳き星を輝かせる空の道を

今、その女だけが知っている。

––––––––
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石板に深く刻まれた重い法律を

その女は記憶のなかで知っている　女は学んだ

その法律より前にあった法律をも

––––––––
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その女は密かに蓄える

砕けた壷の上に書かれた法律の古代の破片

空を歩みなさい、雲を梳き星を輝かせに行きなさい、

そして存在する向こう側にあるものを探しなさい。
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アマージェンの船
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ホルガー・ローゼズに捧げる

––––––––
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膨らんだ波と風と一緒に、

彼は単純にひとつになりたかったから

––––––––
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鮭と石榴石の赤目のなかで

群れなす星々と一緒に、
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羅針盤の針が四方の風で華々しいとき

彼は北へ航海した、

––––––––
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北には灰色のぼんやりした岬に

震える花びらがあったから

––––––––
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潮の地平線の向こう　限りなくはるかへ

塔から叫んだ、と年寄りは断言した。

––––––––
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船の皮地のついた板張りが塩水と風を吸い込み、

突風とうねりを１つにまとめ
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結合し、ナビゲーションを凌いだ。

海と船は互いを打ち砕き

––––––––
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互いの形にした、詩人の思うように

風と天気に変えた

––––––––
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航海するために、上陸するために

そして、上陸を記した言葉のために、

––––––––
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土地とその土地の生き物になるために

記念碑で育った石になるために、

––––––––
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永遠に陸に上がった船になるために、

そして青銅（浄化の象徴）を歌う言葉になるために。
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さなぎの微笑み
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ダッラ・モーガンとシリポン・アルバート・ティプタンに捧げる

––––––––
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すると、ちょうどその時だった、まさにその瞬間に

音楽は一線を越えた

しかし、次第に調子は安定してきた

急な斜面を登るロッククライマーのように、

２人のヴァイオリニストは互いに微笑み

ほんの一瞬大陸を渡った。彼らの笑顔、

アーチ形の濃い眉を通して上下へ動き回りながら、

コツコツと指を叩き、らせん運動をする

上向きに中国物語の一対の蝶のように

素晴らしいシャンデリアの照明に落ち着く。

そこから、彼らは五重奏団で微笑んだ、

素晴らしいビオラの上で、敢えて後に続き、

チェロは、憂鬱な深さを鋸で切りながら、

ピアノは、明るく照らし飛ぶ準備をする。
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復元
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ティム・ホーガンに捧げる

––––––––
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（i）

彼は修復前の絵に立ち入った、

その岬に引き寄せられ

陸に打ち付けられ

風は角のある波を

鋼のような海へ打ち付け

波にすがろうとしながら、

海鳥の不快な鳴き声を聞いた。 

彼は自分自身が

地平線に伸びていく気がしていた、閉塞太陽の

巨大な明るさが塗られた自我、つまり普遍的な目を超えて

彼を引き込むのを感じた。

しかし、彼は前景にぽつんと立っていた、

頬を突き刺すざらざらした砂粒を感じた

彼の曇った目と精神を単調さへと狭めた。

彼が絵から逃げたとき、

海鳥は冷たい風の下、悲しみで鳴いた。

何層にも重ねられた絵はかつて彼がいたかもしれない

場所になっていた。彼は実現のために奮闘した。
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（ii）

復元後、彼は歩いて絵に引き返してきた。

そして目を疑った。 彼は同じ海鳥の叫び声を聞いた、

同じ砂が同じ風に吹き荒らされ、

岬でぼろぼろになった自我を放り投げた。

しかし、これは今では神への叫びだった、

騒々しく「僕だ」と叫ぶ大声に

無作為に投げ出された香りの贈与。

彼は共通世界のファンファーレに驚いたとき

驚嘆の視線からそれはむき出さしにされ

ニスが塗られた。

今太陽がその状態になった、相互作用

深い藍色から明るい足取りで空をダンスしながら

純青色までのニュアンスをもつ

海と雲の相互作用。

そして、彼も生き返り、復元の一部になった、

云わば、貴重な体験を新たに具現化した。
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北斎の多摩川
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このなかに闘争がある、

渡船業者は風や水に対して

漕ぎ手を固定にするために竿に対し

しっかりと曲げた。

いつものように、目標にするために

彼は地平線を支配する富士山を選ぶ。

彼は航路を通って

下流にある、舷側に運ばれるだろう

しかし、しっかりと今日は漕ぎ手の安定を保つだろう。

富士山の頂上に積もった雪はいつもと同じ

発信機になるだろう。

––––––––
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川は波立っているが、

毎日の苦しみを脅かし上下する

波は全くない。

––––––––
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この川辺で、馬に水を飲ませているその男は、

安心する。頂上はきらりと光る。
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音楽家と詩人  


[image: image]




ジョン・パーサーに捧げる

––––––––
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I

音楽家は尺八を脇に置き、

絹織布に注意深くダルシマーを包んだ。

彼は一人で冬を過ごしていた。 

その島の反対側にある詩人が住んでいた山を

東へと渡るための時間だった。

彼の鞄には今年採譜した音楽でいっぱいだった。

どんなに詩人が自分の歌がないせいで、

苦しんでいたか思い出しながら

彼の前の世代に生まれた伝統を負うこともなく自分を責めた。

音楽家は頭を振り笑い、残冬のために一番重いコートを着た。

彼の足跡は庭の道に沿って、

昨夜の霜の白ページの明るいメロディを採った。
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